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H汀AC3010 の フ ァ ミ リ ー 強 化
Enhancement of HITAC3010Family
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内 容 梗 概

1961年口､■/二聾望作所ほアメリカRCA社とエレクトロニクス･データ処理装掛こ関する技術提携契約を結び,

1962年向提携によりRCA301形EDPシステムを国産化しHITAC3010形El〕Pシステムの初号枚を製作した｡

その後ユーザー各付二の要守りここたえ同提携により技術を導入するとともに,日立独自の技術の発展に努め,

HI′1､AC3010形EDPシステムの性能を強化してきた｡ この一,連の性能強化によりHITAC3010形EDPシス

テムほその適用範朋を拡大し,現在国内各地においてユーザ山各位のすぐれたアプリケーショソ･プログラム

により運転され,その性能を十二分に発揮している｡

第1表 HITAC3010の主要機器一覧表

1962勺二以降,

1.緒 口

EDPシステムほ£し速にl‾】三=勺に普及し,現在もなおそ

の設置≠丁数は急増しつつある｡.

アメリカRCA社とのエレクトロニクス･データ処.印装筐に関す

る技術提携により製作したHITAC30101ミUPシステムの初号機ほ,

国産初の本格的な事務用EDPシステムである｡その後,同提携に

より技術を導入するとともに,艶古口､二(独自の技術の開発に努め,

HITAC3010形EI)Pシステムの性能を成化し,広く国1ペ各地のユ

ーザー各位のご愛用をいただく+こうになった｡本報ではHITAC

3010EDPシステムに加えられた性能弧化の経過と,同一ファミリー

に属するより大形なHITAC4010との関連について報告する｡

2.H汀ÅC3010の特長と性能強化の概要

Hl′rAC3010El)Pシステムの特長の一つはビルディソグ･ブロッ

クカ式にあり,用途に応じた経済的な機器構J戊を選び得ることにあ

る｡また各種の機器那掛式に結こじで有効に使用できるシステム･プロ

グラムを有することにある｡この特長を活用しHITAC3010の性能

強化を行なってきた｡.

HITAC3010EDPシステムの構成機器は弟1表に示すとおりで

ある｡これらの構成機器はおもに演算をつかさどる処理装置,入出

力装粁と入出力制御装置の3種類に大別される｡普通1台の処理装

筐,数種煩の入出力装置とこれら入出力装置に対応する入出力制御

装匠により一つのシステムが構成される｡入出力装置の種頬と台数

は川途に応じて一遇ばれ,これに対応して必要な人王･†う力制御装荷が決

打)られる｡

ハードウェアの面から見るとHIl､AC3010の性能強化ほ次の二つ

に大別される｡

(1)新処理装臣の開発

(2)新制御部の開発による新入出力装置の接続

また適用範囲の面から見ると,当初統テープまたはカードを人力

媒体とする中形EDPシステムから出発し次のとおり適用範囲を拡

大してきた｡

(1)バッチ処理システムとして,′ト形EDPシステムから大形

EDPシステムの範囲まで拡大した(これほおもに新処理装

置の開発による)｡

(2)文字直読システムの構成を自J能とした(これほ光学文字読

取り機の接続可能化による)｡

(3)オソライソ･リアルタイム･システムの構成を可能とした

(これはおもi･エコミュニケーションモード制御部の開発に
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形 名

H-3()5S

H-304S

H-305

H-304

fト303

H-304Y

H-303Y

H-329

Ⅰ･ト323

H-336

H-334

H-330

H-322

H-321

H-331

H-335

H-333

H【335C

H-333C

H-188

H-3485

IT-582

H-197

H-581

H-382

IT-381

H-

H-

H-

488

66

820

H-392

H-377

Il-378

Ii-385

∩口 名

処 理 袈 Fヂl三

カート■読坂【1搬

カード読取F)機

カ【ドせん孔機

カードせん孔機

カード読取りせん礼儀

テープ読取り依

テー■プ読取りせん孔機

テー▼一ソせん孔機

ライ/ゾリノク

磁気テープ装置

磁瑞カード記憶装置

磁気ディスク記憶装置

光学文字読取り機

同時処理モード制御部

データ交換制御部

コ ミ
ュニケーショ

ンモー

割込み制御部

発表年次

'64

'64

'64

'64

'64

'63

.
6
3
.
6
3
.
6
4
一
.
6
4

.64

'63

仕 様 概 要

4ニワ字,3.5/JS

2万字,3.5/JS

4万字,7′JS

2フノ字,7/JS

l万字,7/`S

277字,7/JS

l万字,7/ノS

1,470枚/分

600枚/分

200枚/分

100枚/分

800/250枚/分

1,000字/秒

各100字/砂

100字/秒

1,｡｡1,｡｡6｡6｡3｡蒜約的鯛㌶【批紺地地軸10k｡

'64 5倍8千万字

2千2百万字～8千8百万字

胤吐巾

3

3

4

6

6

6

よる)｡

以F‾主としてハードウェアの面から性能強化の経過を見,報告

する｡

3.新処声望装置の開発

当初,サイクル･タイム7′!Sの処理装霞を製作していたが,記憶

装置および回路を新設計しサイクル･タイム3.5/∫Sの処理装置を製

作し,1964年,次の2装置を発表した｡

(1)H-305S形処理装置(記憶容量4万字)

(2)H-304S形処理装置(記憶容量2万字)

これらの処理装跨を中心とするシステムは従来のH-304または

H-305形処理装置を中心とするシステムの2倍の内部処理速度,
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たとえば磁気テープ分類についても平均5割増しの速度を打ってい

る｡H-305S形とH-304S形処理装置はシステムの高速化と大形化

を目標に製作されたものである｡他方経済的な小形システムの構成

を可能とするため,従来の処理装置の各部を簡略化した次の2装置

を製作し,1964年発表した｡

(1)H-304Y形処理装置(記憶容量2万字)

(2)H-303Y形処理装置(記憶容量1万字)

これらのサイクル･タイムほいずれも7/JSである｡

4.新入出力装置の接続

新て1iり御装揖を開発し,各種の新入出力装置を接続可能とし,適用

範囲の拡大に努めた｡

4.1カード入出力装置

当初600枚/分の読取り速度を持つH-323形カード読取り機のみ

を使川していたが1964年1,470杖/分の読取り速度を持つH-329形

カード読取り棟の接続を可能とした｡これによりカードの情報を磁

㌔もテープに転写する業務の処理時間ほ半減する｡

4.2 ラインプリンタ

当初英数字と特殊記号のみを印刷するラインプリンタH-333と

H-335を･使用していた｡1963年片かなも印刷できるラインプリン

タH-333CとH-335Cを接続可能とした｡これにより請求伝票,

狂女伝票など片かなを必要とする伝票のオンライン印刷が可能とな

/-)た｡

このほか,経済的なシステム用に300行/分のH-188B形ライン

プリンタの接続を可能とした｡H-188王ミほ■夷数字のほかに片かなの

印刷が可能であり,H-303YまたはH-304Y形処理装置とともに経

済的な小形システム用に使用される｡

4.3 磁気テープ装置

ぎ_1初,10kcのH-3別,33kcのH-581と66kcのH-582を使用

していた｡1963年,20kcのH-382(その後30kcに改良)を接続可

能とした()同装置を使用すればH-381用磁気テープの読み書きが

できる｡1964年にはさらに55kcのH-197と最高120kcのH-3485

を接続可能とした｡H-3485はIBM磁気テープの読み吉き可能で

あるし,これらの接続により用途に応じた磁気テープ装置の選択が可

能となった｡

4.4 ランダムアクセス記憶装置

当初,H-366形磁気ディスク記憶装置をランダムアクセス記憶装

檻として使用していたが,さらに大容量のランダムアクセス記憶装

揮を持つシステムを構成するため,H-3488形磁気カード記憶装置

を接続可能とし,1964年これを発表した｡同装置は1台当たり6胎

3千万字の記憶容量を持ち,1システムに8台まで接続できるので,

54位字の容量を持つシステムの構成が可能となった｡

4.5 光学文字読取り機

従来,EDPシステムの入力媒体ほおもに紙テープまたはカードで

あった.〕このEDPシステム用紙テープまたはカードのせんイLにほ

普通多大の労力を必要としていた｡またたとえば伝票兼川のカード

にほ情報をせん孔するほか,印刷しで置かなければならなかった｡

この種の問題を解決するため,伝票上の文字を高速度で直読できる

Ii-5820形光学文′寸:読取り枚を接続可能とし,1963年これを発表し

たL)これによりラインプリンタで印刷した料金請求伝票を入金時に

1〔州父し,直ちにHITAC3010に読み取らせて入金情報の処理を行な

うことなどができるようになった｡

4.占 その他の入出力装置

上述の入出力装置のはか,比較的特殊な範囲にHITAC3010EDP

システムを適用可能とするたぎ),接続可能とした棟器は次のとおり

である｡

評 論 第47巻 第7号

第2表 HITAC3010 のシステム･プログラム

名 称

サ【ビス● ′レーナン

ア
ーヒ

ン プ ラ

COBOL

FORTRAN

RPG

備 考

片かなオプション有,含 分校,併合プログラム

片かなオプション有

什かなオプション右

こ々tらの装置により,90欄カードシステム,特殊な文字の印刷を

要するシステム,カード入出力の多いシステムなどへの適用が可能

となった｡

(1)H-330形カード読取i)せん孔械(80欄カード用)

(2)H-330DE形カード読取りせん孔機(90欄カード用)

(3)H-176形テープ読取り機(200字/秒)

(4)H-333B形ラインプリンタ(片かな,数字専用)

(5)H-333E形ラインプリソタ(英字の小文字印刷可)

(6)H-335F形ラインプリソタ(片かな,漢字印刷可)

5.特殊制御装置

4.では入出力装置を直接制御する了Iiり御装置について報告した｡本

章でほこれ以外の特殊な制御装置について報告する｡特殊な制御装

置として当初H-392形同時処理モード制御装置があった｡,この装

置は入州力装置の2f㌻並行動作またほ入出力動作と演算を並行動作

させるものである｡

5.1コミュニケーションモード制御部

1963年,通信回線と処理装置の接続を可能とするためH-378形

コミュニケーションモード制御部を製作発表した｡同装置ほバッフ

7を介し最大801可線までの通信阿線と接続可能であり,同装置の接

続によりオンライン･リアルタイム･システムへの適用が可能とな

った｡

5.2 データ交換制御部

1963年,2台の処理装置を結合し一つのタンデム･システムを構

成可能とするH-377形データ交換制御部を発表した｡同制御部は

2子†の処理装岸の記憶装置間の情報の授受を可能とするもので,2

台のHITAC3010の一方を他方のオンライン･サブシステムとして

偵H】するなど融通性に富むシステムの構成を可能とする｡

5.3 割込み制御部

1964年,H-385形割込み制御部を発表した｡同装掛ま入出力装

繹,通信回線などからの特殊な要求信号を受け自動割込み動作を行

なうものである｡同装置によりたとえばバッチ処理業務を行ない

ながら,タイプライタからの問合わせを受け,即時に回答すること

ができるようになった｡

る.HITÅC3010のソフトウェア

HITAC3010のシステム･プログラムほ策2表のとおりである｡

これらほ,前述のハードウェアの各段階に適合しうるよう構成され

てこおi),ハードウェアの各段階に応じた強化が加えられてきた｡

7.H汀Å⊂4010EDPシステムとの関連

HITAC4010EDPシステムはHITAC3010EDPシステムと同系

統の大形システムである｡IlITAC4010は次のような特長を持ち

HITAC3010プログラムを処理することができる｡

(1)命令体系はHITAC3010の命令を含む｡

(2)入出力コードはHITAC3010と同じである｡

このためHITAC3010EDPシステムからHITAC4010EDPシス

テムへの業務移行ほ比較的容易であり,HITAC3010EDPシステム

をHITAC4010EDPシステムの1デブシステムとして使うこともで
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8.結 言

1962年以降,ユーザー各位の要望主にこたえ一連の性能強化を

IiITAC3010EDPシステムに加えてきた｡今後もハードウエア,ソ

フトウ工7叫内面か叫性能を高めより′広くご使川いただけるものと
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